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大規模小売店舗立地法に基づく新設届

「テックランド仙台太白店」概要

1 大規模小売店舗の名称、所在地 テックランド仙台太白店
仙台市太白区鈎取本町1丁

目220-1外

2
大規模小売店舗を設置する者の氏

名、住所
昭和運輸株式会社

代表取締役 鎌田 武雄

福島県南相馬市原町区雫字

聖下259番地の2

3
大規模小売店舗において小売業を行

う者の氏名（名称）、代表者、住所
株式会社ヤマダ電機

代表取締役 山田 昇

群馬県高崎市栄町1番1号

4 大規模小売店舗の新設をする日 平成２４年３月１日

5 大規模小売店舗内の店舗面積の合計 ４，９６６．１㎡

6 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項

① 駐車場の収容台数 ２３９台

② 駐輪場の収容台数 ２６６台

③ 荷さばき施設の面積 １６９．３㎡

④ 廃棄物保管施設の容量 ２５㎥

7 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項

①
小売業を行う者の開店時刻及び閉店

時刻
株式会社ヤマダ電機 １０：００～２２:００

②
来客が駐車場を利用することができ

る時間帯
９：３０～２２：３０

③ 駐車場の自動車の出入口の数 ２箇所

④
荷さばき施設において荷さばきを行

うことができる時間帯
８：００～２１：００

8 届出年月日 平成２３年６月３０日

資料１
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大規模小売店舗立地法に基づく仙台商工会議所の意見

１．大規模小売店舗の名称及び所在地

① 名 称 テックランド仙台太白店

② 所在地 仙台市太白区鈎取本町 1丁目 220―１外

２．意見項目

（１）大型店の社会的責任等地域密着、地域連携に関する意見項目

① 「テックランド仙台太白店」の施設計画が、1階が駐車場、2階が店舗で

あるが、大型集客施設、とくに 2階以上が店舗の商業施設の場合、地震等

の災害時における避難場所の確保と商業施設内に避難場所への誘導経路等

の表示が必要で、建物設置者及び小売者の責務でもある。

② 当該商業施設が立地する周辺地区には、大型商業施設「イオンスーパー

センター鈎取店」や「ヨークタウン山田鈎取」、「ケーズデンキ仙台太白店」

等が立地、また当該商業施設は山形県に通じる国道 286 号線の沿道に立地

していることから、出店届出時の予測を上回る交通量が予想されるので、

建物設置者の責任において、定期的に調査し予測値を越える場合は速やか

に対策を講じるべきである。

③ 当該商業施設における大幅な変更や撤退は、周辺地域の生活環境やまち

づくりに影響を与えるので，建物設置者の社会的責任において、事前に地

元住民や関係機関と連絡･協議すべきであり、とくに店舗閉鎖においては、

店舗の原状回復を図るべきである。

④ 当該商業施設は、地域が担っている交通整理，消防、防犯等の役割を分

担すると共に、商工団体や町内会等に加入し、街づくりや地域イベントに

参加･協力することが社会的責務であり、また周辺の生活環境を保持するた

め、開店後、地元住民や関係機関と定期的に協議する機会を設けるべきで

ある。

⑤ 藩政時代から続く仙台の伝統行事であり仙台の商業文化でもある「仙台

初売り」は、消費者の支持のもとに正月２日から市内一斉に実施されてお

り、当該商業施設においても、その趣旨を理解し正月２日から実施するこ

とを希望する。

（２）大規模小売店舗立地法第 4 条に係る指針による意見項目

１）駐車需要の充足等交通について

① 「テックランド仙台太白店」の来店車両の「入口」及び「出口」が、山

形県に通じる幹線道路「国道 286 号線」沿いにそれぞれ 1 か所計画され、

いずれも左折であり、「国道 286 号線」には中央分離帯が設置されているの

で、長町方面からの来店車両を適切に誘導する看板等を広範囲に設置すべ

きであり、また退店車両の経路表示を敷地内の「出口」手前に設置し、退

店客の混乱を回避すべきである。
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② 当該商業施設の駐車台数「239 台」は、大規模小売店舗立地法 4条の「指

針」及び仙台市の「基準」による算出台数であるが、当該商業施設の立地

条件等から殆どの従業員は自家用車による通勤であると予想されるので、

従業員の駐車場を別途確保すべきである。

③ 当該商業施設の荷捌き施設への搬入車両の経路が、来店車両の経路と同

一で、駐車場内通路を経由して荷捌き場に至るため、駐車場内通路の渋滞

や混乱が予想されるので、店舗の営業時間を避けて搬入するように心掛け

るとともに、搬入車両のための誘導員の配置等を行うべきである。

④ 当該商業施設の来店および退店車両の経路計画においては、西隣りに「イ

オンスーパーセンター鈎取店」、近隣に「ヨークタウン山田鈎取」、「ケーズ

デンキ仙台太白店」等の大型商業施設、さらに車両の出入りの多い「日本

郵便新仙台店」なども立地しており、それらの商業施設等の来店・退店経

路との重複を避けるように計画し、周辺道路の渋滞や混乱を回避すべきで

ある。

⑤ 当該商業施設の駐車場の「入口」及び「出口」が計画される「国道 286

号線」は、山形県に通じる幹線道路、また秋保温泉や名取市百合ヶ丘地区

への主要道路で交通量が多く、とくに土日等の休日の場合、近隣して大型

商業施設「イオンスーパーセンター鈎取店」や「ヨークタウン山田鈎取」、

｢ケーズデンキ仙台太白店｣等が立地しているため買物客が集中、交通渋滞

が発生している。当該商業施設の「入口」及び「出口」付近における交通

渋滞や混乱を回避するため、交通整理員を常時配置し適切に誘導すべきで

ある。

２）歩行者の通行の利便の確保について

① 「テックランド仙台太白店」は、1階が駐車場、2階が店舗で計画されて

いるが、地震等の災害時において、1階の駐車場に車で避難するため来店客

が殺到し混乱状態となり、2階の来店客の適切な誘導が困難となるので、十

分な誘導通路の確保と、階段付近は駐車を禁止し、常に避難用スペースと

して確保すべきである。

② 当該商業施設の駐車場の「入口」及び「出口」は、「国道 286 号線」の歩

道を横断して出入する構造であるので、自転車や歩行者等の往来の安全を

確保するため、交通整理員を「入口」及び「出口」に配置すべきである。

③ 当該商業施設は 1階が駐車場、2階が店舗で計画されているので、1階の

来店客を 2階店舗に誘導する安全な歩行通路の計画が求められ、また歩行

者の安全を確保するため複数の誘導員を常時配置すべきである。

④ 当該商業施設の駐車場内の歩行者の往来の安全を確保するため、歩行者

専用通路を設け、歩行者を優先する駐車場環境を整備するとともに、誘導

員による適切な車両の誘導を行うべきである。
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３）騒音･防犯対策について

① 「テックランド仙台太白店」の近隣には、大型商業施設「イオンスーパ

ーセンター鈎取店」や「ヨークタウン山田鈎取」等が立地しており、当該

商業施設にも青少年の来店が予想されるので、施設全体のトイレや休憩施

設等の配置においては死角にならないように配慮し、青少年の喫煙等の非

行や万引き等の犯罪防止に努めるべきである。

② 当該商業施設は幹線道路「国道 286 号線」に接しており、当該商業施設

の敷地内の駐車場等に容易に進入出来るので、駐車場利用時間帯以降に青

少年や暴走族等が駐車場に進入し騒音の発生源になり、また青少年犯罪を

惹起することが予想されるので、利用時間帯以降は駐車場出入口に施錠し、

また警備員が深夜･早朝時に巡回すべきである。

４）街並みづくりについて

① 「テックランド仙台太白店」は、仙台市と山形市を結ぶ「国道 286 号線」

の沿線に立地し、国道は東北自動車道「仙台南インター」に接続、また秋

保温泉地区へのアクセス道路であるため、県外車輌とくに観光目的の車輌

が多く往来する道路であるので、商業施設の外観及びファサード、看板等

の形態･デザイン･色彩等においては、仙台市の「杜の都の風土を育む景観

条例」に従うとともに、仙台の都市イメージや街並み景観等に十分配慮す

べきである。

② 当該商業施設の立地する地域は、農地等を整地･造成した地域で比較的樹

木が少なく、自然環境に乏しいので、仙台市の「杜の都の環境をつくる条

例」の緑化基準（敷地面積の 7％以上）を上回る植栽等の緑化に努めるべき

である。

氏名又は名称 仙台商工会議所

住所又は所在地 仙台市青葉区本町二丁目１６－１２
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大規模小売店舗立地法に基づく仙台商工会議所の意見

（１）大型店の社会的責任等地域密着、地域連携に関する意見項目

意 見 項 目 回 答 内 容

①

「テックランド仙台太白店」の施設計画が、１階が

駐車場、２階が店舗であるが、大型集客施設、とく

に２階以上が店舖の商業施設の場合、地震等の災害

時における避難場所の確保と商業施設内に避難場

所への誘導経路等の表示が必要で、建物設置者及び

小売者の責務でもある。

地震時は、駐車場の一部を避難場所に確保し

避難誘導灯や避難誘導標識を設置する等の

対策を行う予定です。

②

当該商業施設が立地する周辺地区には、大型商業施

設「イオンスーパーセンター鈎取店」や「ヨークタ

ウン山田鈎取」、「ケーズデンキ仙台太白店」等が立

地、また当該商業施設は山形県に通じる国道２８６

号線の沿道に立地していることから、出店届出時の

予測を上回る交通量が予想されるので、建物設置者

の責任において、定期的に調査し予測値を越える場

合は速やかに対策を講じるべきである。

届出書の提出に先立ち、立地法指針に基づい

て発生集中予測交通量を現況交通量に加え

周辺交差点への影響を検討するとともに、交

通管理者である関係機関との協議・検討を行

い、交通渋滞や混乱が発生しないよう配慮し

ております。

開店後に周辺道路に渋滞を生じる等問題が

発生した場合は、混雑実態等を踏まえて担当

行政と協議しながら、対応策を検討します。

③

当該商業施設における大幅な変更や撤退は、周辺地

域の生活環境やまちづくりに影響を与えるので，建

物設置者の社会的責任において、事前に地元住民や

関係機関と連絡・協議すべきであり、とくに店舖閉

鎖においては、店舖の原状回復を図るべきである。

出店時における説明会と同様に、出店内容に

ついて変更がある場合は、各関係法令に基づ

き協議調整を行います。

店舗閉鎖については、現状想定しておりませ

んが、周辺への影響を最小限とする様に努め

ます。

④

当該商業施設は、地域が担っている交通整理，消防、

防犯等の役割を分担すると共に、商工団体や町内会

等に加入し、街づくりや地域イベントに参加・協力

することが社会的責務であり、また周辺の生活環境

を保持するため、開店後、地元住民や関係機関と定

期的に協議する機会を設けるべきである。

商工団体・町内会への加入については、現在

のところ予定はありませんが、周辺の環境保

持及び地域団体との連携に努めます。

⑤

藩政時代から続く仙台の伝統行事であり仙台の商

業文化でもある「仙台初売り」は、消費者の支持の

もとに正月２日から市内一斉に実施されており、当

該商業施設においても、その趣旨を理解し正月２日

から実施することを希望する。

初売りは２日から行う予定でおりますが、消

費者の要望に応じて、適宜日程の調整を行う

予定です。
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（２）大規模小売店舗立地法第４条に係る指針による意見項目

１）駐車需要の充足等交通について

意 見 項 目 回 答 内 容

①

「テックランド仙台太白店」の来店車両の「入口」

及び「出口」が、山形県に通じる幹線道路「国道２

８６号線」沿いにそれぞれ１か所計画され、いずれ

も左折であり、「国道２８６号線」には中央分離帯が

設置されているので、長町方面からの来店車両を適

切に誘導する看板等を広範囲に設置すべきであり、

また退店車両の経路表示を敷地内の「出口」手前に

設置し、退店客の混乱を回避すべきである。

来退店車両の誘導経路については、折込チラ

シ等で案内を行う予定です。また繁忙時には、

誘導員等を配置し適切な誘導を行います。

②

当該商業施設の駐車台数「２３９台」は、大規模小

売店舖立地法４条の「指針」及び仙台市の「基準」

による算出台数であるが、当該商業施設の立地条件

等から殆どの従業員は自家用車による通勤であると

予想されるので、従業員の駐車場を別途確保すべき

である。

駐車台数の算出にあたり、指針及び実績値か

ら安全側を考慮し設定を行っております。ま

た従業員の駐車場は、来客用とは別に駐車場

を確保しています。

③

当該商業施設の荷捌き施設への搬入車両の経路が、

来店車両の経路と同一で、駐車場内通路を経由して

荷捌き場に至るため、駐車場内通路の渋滞や混乱が

予想されるので、店舖の営業時間を避けて搬入する

ように心掛けるとともに、搬入車両のための誘導員

の配置等を行うべきである。

搬入車両は、極力営業時間外に行なう事とし、

周辺の交通に配慮致します。

④

当該商業施設の来店および退店車両の経路計画にお

いては、西隣りに「イオンスーパーセンター鈎取店」、

近隣に「ヨークタウン山田鈎取」、「ケーズデンキ仙

台太白店」等の大型商業施設、さらに車両の出入り

の多い日本郵便新仙台店」なども立地しており、そ

れらの商業施設等の来店・退店経路との重複を避け

るように計画し、周辺道路の渋滞や混乱を回避すべ

きである。

本計画における交通処理計画は、周辺商業施

設の発生集中交通量も考慮した計画としてお

ります。

出店後渋滞等が発生する場合は、対応策の検

討を行います。

⑤

当該商業施設の駐車場の「入口」及び「出口」が計

画される「国道２８６号線」は、山形県に通じる幹

線道路、また秋保温泉や名取市百合ヶ丘地区への主

要道路で交通量が多く、とくに土日等の休日の場合、

近隣して大型商業施設「イオンスーパーセンター鈎

取店」や「ヨークタウン山田鈎取」、「ケーズデンキ

仙台太白店」等が立地しているため買物客が集中、

交通渋滞が発生している。当該商業施設の「入口」

及び「出口」付近における交通渋滞や混乱を回避す

るため、交通整理員を常時配置し適切に誘導すべき

である。

本計画における交通処理計画は、周辺商業施

設の発生集中交通量も考慮した計画としてお

ります。

出店後渋滞等が発生する場合は、対応策の検

討を行います。
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２）歩行者の通行の利便の確保について

意 見 項 目 回 答 内 容

①

「テックランド仙台太白店」は、１階が駐車場、２

階が店舗で計画されているが、地震等の災害時にお

いて、１階の駐車場に車で避難するため来店客が殺

到し混乱状態となり、２階の来店客の適切な誘導が

困難となるので、十分な誘導通路の確保と、階段付

近は駐車を禁止し、常に避難用スペースとして確保

すべきである。

本計画では、店舗出入口から直進して、国道

286 号へ通じる歩行者専用通路を確保してお

ります。また階段付近には駐車マスを設置し

ない事としスペースを確保しております。ま

た混雑時には、路駐車両が発生しない様、カ

ラーコーン等を配置する等の検討を行いま

す。

②

当該商業施設の駐車場の「入口」及び「出口」は、

「国道２８６号線」の歩道を横断して出入する構造

であるので、自転車や歩行者等の往来の安全を確保

するため、交通整理員を「入口」及び「出口」に配

置すべきである。

駐車場の「入口」「出口」には、一時停止の

看板及び路面表示を行っております。

繁忙時、車両出入口には交通整理員を適宜配

置する予定です。

③

当該商業施設は１階が駐車場、２階が店舖で計画さ

れているので、１階の来店客を２階店舖に誘導する

安全な歩行通路の計画が求められ、また歩行者の安

全を確保するため複数の誘導員を常時配置すべき

である

歩行者動線については、駐車場内の駐車マス

区画毎に0.75mの歩行者通路を確保しており

ます。また、誘導員については繁忙時に適宜

配置を行います。

④

当該商業施設の駐車場内の歩行者の往来の安全を

確保するため、歩行者専用通路を設け、歩行者を優

先する駐車場環境を整備するとともに、誘導員によ

る適切な車両の誘導を行うべきである。

歩行者動線については、駐車場内の駐車マス

区画毎に0.75mの歩行者通路を確保しており

ます。また車路を横断する箇所については、

横断歩道の路面表示を行います。また繁忙時

には交通整理員を適宜配置する予定です。

３）騒音・防犯対策について

意 見 項 目 回 答 内 容

①

「テックランド仙台太白店」の近隣には、大型商業

施設「イオンスーパーセンター鈎取店」や「ヨーク

タウン山田鈎取」等が立地しており、当該商業施設

にも青少年の来店が予想されるので、施設全体のト

イレや休憩施設等の配置においては死角にならない

ように配慮し、青少年の喫煙等の非行や万引き等の

犯罪防止に努めるべきである。

店内における青少年の防犯対策について

は、トイレや休憩施設等の配置は死角にな

らないように配慮するとともに、定期的に

店舗従業員が巡回及び声掛けを行い、青少

年等の喫煙等の非行防止や万引き等の犯罪

防止に努めます。

②

当該商業施設は幹線道路「国道２８６号線」に接し

ており、当該商業施設の敷地内の駐車場等に容易に

進入出来るので、駐車場利用時間帯以降に青少年や

暴走族等が駐車場に進入し騒音の発生源になり、ま

た青少年犯罪を惹起することが予想されるので、利

用時間帯以降は駐車場出入口に施錠し、また警備員

が深夜・早朝時に巡回すべきである。

利用時間帯以降については、全ての駐車場

出入口をチェーン等で施錠し、深夜につい

ては機械警備を予定しています。
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４）街並みづくりについて

意 見 項 目 回 答 内 容

①

「テックランド仙台太白店」は、仙台市と山形市を

結ぶ「国道２８６号線」の沿線に立地し、国道は東

北自動車道「仙台南インター」に接続、また秋保温

泉地区へのアクセス道路であるため、県外車輌とく

に観光目的の車輌が多く往来する道路であるので、

商業施設の外観及びファサード、看板等の形態・デ

ザイン・色彩等においては、仙台市の「杜の都の風

土を育む景観条例」に従うとともに、仙台の都市イ

メージや街並み景観等に十分配慮すべきである。

ご指摘のように、商業施設の外観及びファサ

ード、看板等の形態・デザイン・色彩等につ

いて検討し、届出添付資料の「大規模建築物

等のチェックリスト」に示す内容で、仙台市

都市景観課と協議調整を行い、屋外広告物の

高さやファサード等の色彩における彩度等

に配慮したデザインとしています。

②

当該商業施設の立地する地域は、農地等を整地・造

成した地域で比較的樹木が少なく、自然環境に乏し

いので、仙台市の「杜の都の環境をつくる条例」の

緑化基準（敷地面積の７％以上）を上回る植栽等の

緑化に努めるべきである。

杜の都の環境をつくる条例に基づく緑化計

画の手引きにおいて必要とされる緑化面積

を確保しております。また開店後は、適切な

維持管理に努めます。
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住民説明会の実施状況及び質疑事項等

大規模小売店舗の名称 テックランド仙台太白店

説明会の日時・出席人数 1 回目 平成 23 年 8 月 9 日（火）16:00～17:00

2 回目 〃 18:00～19:00

7 名

0 名

説明会の会場 西多賀市民センター

（仙台市太白区西多賀三丁目 6 番 8 号）

質疑等

Ⅰ 第１回説明会

質疑内容 応答内容

１、歩行者通路は設置されているか １、駐車場出入口とは別に、歩行者専用通路を

設けております。

２、現在国道 286 号線の下り車両が山田交

差点で転回することが多いが、店舗の

来退店経路はどうなっているか

２、北東方面からの来退店経路は、計画地北側

の鹿野人来田線を通行する誘導案内を行い

ます。
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：交通部会 課 名：道路管理課

店舗名 テックランド仙台太白店

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

店舗計画に係る協議については交通管理者（宮城県警本部交通規制課），交通政策

課も含め協議を行った。

・ 当該地区は「仙台市自転車等駐車場の附置及び建設奨励に関する条例」の指定

区域（近隣商業地域）であり，同条例の設置基準に基づき，駐輪台数及び駐輪

場の設置を指導した。

・ 原動機付自転車及び自動２輪車駐車場への誘導表示板の設置を指導した。

・ 車両入口及び出口は，既存施設を使用するものの，入口部での減速，出口部か

らの来店抑止を目的に，路面へのカラー舗装と場内での安全帯の設置を指導し

た。

・ 交通検討資料交差点５において，滞留が予想されることから，来退店経路の分

散を折込公告等により誘導するよう指導した。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：交通部会 課 名：交通政策課

店舗名 テックランド仙台太白店

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

駐車場について，大店立地法，駐車場法，駐車場附置義務条例に基づいた

指導を行い，以下について確認した。

・設置駐車台数について，仙台市運用基準からの算出により必要駐車台数

を満足しており，附置義務駐車台数も敷地内に確保されること。

・設置台数のうち３割以上を６ｍ駐車マスとして確保し，そのうち，身障

者用駐車マスも確保されること。

・駐車施設内通路の一方通行部分に関して，案内誘導表示が，路面表示さ

れること。

・車路において一時停止すべき箇所を明確にするよう指導し，停止ライン

が路面表示されること。

・歩行者の安全確保のため，路面表示による歩行者通路が設置されること。

・駐車場出入口の管理について，閉店後は施錠されること。

なお，住民等から出されている意見書うち，当課に関係する事項は以下のとお

りである。

（１）大規模小売店舗立地法第 4 条に係る指針による意見項目

１）駐車需要の充足等交通について

・従業員駐車場の確保

・荷さばき施設の利用時間帯の配慮及び誘導員の配置

２）歩行者の通行の利便の確保について

・出入口や場内への誘導員配置

・場内への歩行者用通路の設置

３）騒音・防犯対策について

・利用時間以降の駐車場出入口施錠

これらの意見に関して，

従業員駐車場を別途確保していること，また，荷さばきについては極力営業

時間外に行うことや荷さばき施設が来客用駐車場と分離されていること，繁忙

時など必要に応じて出入口や場内に誘導員を配置すること，場内に歩行者用通

路や横断歩道を設けること，利用時間帯以降は施錠されることから，概ね配慮

されているものと判断する。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：騒音・照明部会 課 名：環境対策課

店舗名 テックランド仙台太白店

検討経過

及び内容

（住民等の

意見に関す

る検討を含

む。）

設置者と協議を行い，騒音の予測を行った。(予測地点は別紙を参照)

騒音の総合的な予測における，各予測地点での等価騒音レベル（昼間・夜間）の

予測結果は，表１のとおりであった。

表１ 等価騒音レベルの予測結果

昼間 夜間 昼間 夜間
a (1階) 55 44
a (2階) 55 43
b (1階) 55 44
c (1階) 48 37
c (2階) 48 37
d (1階) 55 43
d (2階) 54 43

予測地点 地域類型
等価騒音レベル（ｄB） 環境基準（ｄB）

45

50

Ｂ類型
第一種住居地域

Ｃ類型
近隣商業地域

55

60

すべての予測地点において，昼夜とも環境基準を下回る予測であった。

また，敷地境界上の各予測地点における，夜間に発生する騒音レベルの最大値予

測結果は，表２のとおりであった。

すべての予測地点において，夜間の規制基準を上回る予測であり，原因について

精査したところ，発生源が自動車または二輪車走行音であったため，駐車場に対し

て以下の騒音対策を施すこととした。

① 駐車場内は 10km/h 規制とする

その結果，騒音対策後の夜間に発生する騒音レベルの最大値予測結果は，表２の

とおりとなった。

表２ 夜間に発生する騒音毎の最大値予測結果（騒音対策前後）

対策前 対策後
A (1階) 56 47 自動車走行音
A (2階) 55 46 〃
B (1階) 57 48 〃
C (1階) 63 54 〃
C (2階) 60 51 〃
D (1階) 61 52 自動二輪走行音
D (2階) 60 51 〃
E (1階) 56 47 〃
F (2階) 55 46 自動車走行音

50dB以下
第３種区域

近隣商業地域

予測地点 発生源規制基準（夜間）
最大騒音レベル（ｄB）

一部の予測地点において，夜間の規制基準を上回る予測であった。

さらに，地点Ｃについては道路に面していることから，生活環境への影響を調べ

るため，保全対象においても予測したところ，予測結果は表３のとおりであった。
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表３ 夜間に発生する騒音毎の最大値予測結果（騒音対策後・保全対象側）

C' (1階) 35 自動車走行音

C' (2階) 35 〃

50dB以下
第３種区域

近隣商業地域

予測地点 発生源規制基準（夜間）最大騒音レベル（ｄB）

保全対象側においては，規制基準を下回る予測であった。

また，地点Ｄについては現況で隣地に立地している施設が「24 時間営業の小売店」

であるため，当該店舗の開店により音環境の極端な悪化がもたらされる可能性は低

いと考えられる。

以上により，一部予測地点における夜間最大値予測で，敷地境界上で規制基準を

上回る結果が見受けられたものの，店舗から発生する音による周辺の生活環境への

影響は少ないものと考える。

夜間照明については，屋外照明の位置図を精査したところ，外に洩れる光はわず

かであり，周辺の生活環境への影響は少ないものと考える。

なお，「住民等の意見書への設置者の対応」に対する検討内容については，以下

のとおりである。

「（３）騒音・防犯対策について（騒音に係るもの）」

② 暴走族等による騒音は予測の対象外であるが，設置者の対応で十分と考える。

よって，市の意見を提示する理由はないとした。

意見の有無 有り 無し

意見の内容



59



60

仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：廃棄物部会 課 名：廃棄物管理課

店舗名 テックランド仙台太白店（新設）

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

廃棄物等に関する処理計画の審査について

指針に基づく廃棄物等の予測排出量を保管可能な廃棄物保管施設の計画である

かなどについて協議を行った。

１ 廃棄物等の排出量等の予測

「大規模小売店舗を設置するものが配慮する事項に関する指針」に基づき、廃

棄物の種類ごとに排出量を算出し、保管施設を計画する上での廃棄物等の排出量

を適正に予測している。

※ 廃棄物等の必要保管容量 23.14 ㎥

２ 廃棄物等保管施設の保管状態

保管施設入り口がシャッターの為、廃棄物等の搬入・搬出以外はシャッターを

閉じ、密閉状態を保つよう指示した。また、仕切りや表示物等を工夫し他の廃棄

物等と混同しないように仕分けし保管するよう指示した。

３ 廃棄物の減量・リサイクル計画

再資源化の可能なものについては、積極的に資源化に取り組む計画となってい

る。

４ 廃棄物保管施設の計画

廃棄物等保管施設は、建物外（敷地内）に１施設設置する計画であり、排出予

測量を十分保管できる。

※ 計画保管施設容量 25.00 ㎥ ＞ 排出予測量 23.14 ㎥

※ 指示事項 太白環境事業所とごみ集積施設の事前協議を行うこと。

５ 廃棄物の運搬・処理方法等

廃棄物の運搬・処理等については、許可業者に収集運搬を委託し、適正に処理

を行う計画である。

以上のことを確認し、協議終了とした。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：街並みづくり部会 課 名：都市景観課

店舗名 テックランド仙台太白店

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

当該敷地は仙台市｢杜の都｣景観計画による市街地景観のゾーンの沿線市街地ゾー

ンに位置し、景観計画に定める基準について協議を行いました。

計画店舗は、外壁を明るいグレー系の色彩としシンプルな外観としています。景

観計画の届出書はすでに提出されています。広告物については、独立広告物１基と

壁面広告物１箇所とし問題はありません。協議の際は、屋外広告物と建物の外観と

併せて検討を行いました。

景観計画に定めた基準に適合した計画であり、住民等の意見についても概ね配慮

されていると判断します。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：街並みづくり 課 名：百年の杜推進課

店舗名 テックランド仙台太白店

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

杜の都の環境をつくる条例に基づき緑化計画について協議を行った。同条例に

基づく緑化面積等は以下のとおり。

1.緑化計画面積等

（㎡）

敷地面積 緑化基準面積 緑化計画面積 緑化率

13,146.96 920.28（7.0%） 935.06※ 7.11%

※緑化計画面積については，平成 23 年 8 月 5 日付けで認定したもので，

加算はない。

2.緑化内容

全て低木による緑化である。

中高木の植栽はない計画であるが，条例に基づく基準を満たしており，住

民意見(2)1)4)②は概ね配慮されていると考える。

意見の有無 無し

意見の内容














